
算数オンライン塾 11 月 28 日の問題 解説 
 

（1） 

 

台形 ABCD の面積は（2＋4）×10÷2＝30 ですから、三角形 CQD の面積は 

30-17＝13cm2 になるので、13×2÷10＝2.6cm が QP の長さになり、QR＝0.6 

QT＝２より CR：CT＝0.6：2＝3：10 から AP＝3cm です・ 

（答え）3cm 

（２） 

AP：PB＝２：1 で面積が同じになります。それよりも 1cm 長ければ 1cm2 増え、PB

が 1cm 短くなると 2cm2 減ります。したがって 3cm2 の差になるので 2cm2の差にする
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